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【手続補正書】
【提出日】平成26年12月12日(2014.12.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像データを分析することで、１つのフレームレートで連続して撮影されている区間を
特定し、当該区間の撮影時刻と、フレームレート及び再生時間の少なくとも何れか一方と
を特定する分析部と、
　前記分析部により特定された情報を含む換算情報を作成する換算情報作成部と、
　前記映像データを所定のフォーマットのデジタル情報に変換する変換部と、
　前記換算情報を用いて、撮影時刻に対応する再生時間の映像データを前記デジタル情報
から再生するための撮影時刻再生制御プログラムを格納するプログラム格納部と、
　前記換算情報、前記デジタル情報及び前記撮影時刻再生制御プログラムを含むコンテン
ツデータを生成するデータレイアウト部と、
　前記コンテンツデータを可搬性記憶媒体に書き出す書出部と、を備えること
　を特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記映像データを抽出するための条件の入力を受け付ける条件入力部と、
　複数の映像データを記憶している映像データ記憶部から、前記条件入力部が入力を受け
付けた条件を満たす映像データを抽出する映像データ抽出部と、をさらに備え、
　前記分析部は、前記映像データ抽出部で抽出された映像データを分析し、
　前記変換部は、前記映像データ抽出部で抽出された映像データを変換すること
　を特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記映像データ記憶部には、複数の撮像装置で撮像された複数の映像データが記憶され
ており、
　前記条件入力部は、前記条件として、抽出する映像データを撮像した撮像装置を示す情
報の入力を受け付け、
　前記分析部は、前記映像データ抽出部で抽出された映像データを分析して、前記条件入
力部が入力を受け付けた情報で示される撮像装置毎に、１つのフレームレートで連続して
撮影されている区間を特定し、当該区間の撮影時刻と、フレームレート及び再生時間の少
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なくとも何れか一方とを特定し、
　前記換算情報は、前記条件入力部が入力を受け付けた情報で示される撮像装置毎に、前
記分析部により特定された情報を含む情報であり、
　前記撮影時刻再生制御プログラムは、前記換算情報を用いて、前記条件入力部が入力を
受け付けた情報で示される撮像装置毎に、撮影時刻に対応する再生時間の映像データを前
記デジタル情報から再生するためのプログラムであること
　を特徴とする請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記データレイアウト部は、前記条件入力部が入力を受け付けた情報により複数の撮像
装置が示される場合に、前記換算情報を用いて、前記デジタル情報に基づいて、前記条件
入力部が入力を受け付けた情報で示される複数の撮像装置で撮像された映像データの映像
を撮影時刻が同じになるように合成することで、合成映像データのデジタル情報を生成し
て、当該合成映像データのデジタル情報を前記コンテンツデータに含めるとともに、当該
合成映像データのデジタル情報において、１つのフレームレートで連続して撮影されてい
る区間の撮影時刻と、フレームレート及び再生時間の少なくとも何れか一方とを特定し、
当該特定された情報を前記換算情報に追加すること
　を特徴とする請求項３に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　コンピュータを
　可搬性記憶媒体から、撮影された映像データを再生するためのデジタル情報と、当該デ
ジタル情報において、１つのフレームレートで連続して撮影されている区間の撮影時刻、
並びに、フレームレート及び再生時間の少なくとも何れか一方を含む換算情報と、を含む
コンテンツデータを読み取る読取部と、
　撮影時刻の入力を受け付ける入力部と、
　前記読取部が読み取った換算情報を用いて、前記入力部が入力を受け付けた撮影時刻に
対応する再生時間を特定する処理実行部と、
　前記処理実行部で特定された再生時間に対応する映像データを、前記読取部が読み取っ
たデジタル情報から再生する再生処理部と、して機能させること
　を特徴とするプログラム。
【請求項６】
　前記コンテンツデータは、撮像装置毎に撮影された映像データを再生するためのデジタ
ル情報と、撮像装置毎に、１つのフレームレートで連続して撮影されている区間の撮影時
刻、並びに、フレームレート及び再生時間の少なくとも何れか一方を含む換算情報と、を
含み、
　前記入力部は、前記再生処理部が映像データの再生中に、撮像装置を示す情報の入力を
受け付け、
　前記処理実行部は、前記読取部が読み取った換算情報を用いて、前記再生処理部が再生
している映像データの撮影時刻に対応する、前記入力部が入力を受け付けた情報で示され
る撮影装置で撮影された映像データの再生時間を特定し、
　前記再生処理部は、前記読取部が読み取ったデジタル情報より、前記入力部が入力を受
け付けた情報で示される撮影装置で撮影された映像データを、前記処理実行部で特定され
た再生時間から再生すること
　を特徴とする請求項５に記載のプログラム。
【請求項７】
　映像データを分析することで、１つのフレームレートで連続して撮影されている区間を
特定し、当該区間の撮影時刻と、フレームレート及び再生時間の少なくとも何れか一方と
を特定する分析過程と、
　前記分析過程により特定された情報を含む換算情報を作成する換算情報作成過程と、
　前記映像データを所定のフォーマットのデジタル情報に変換する変換過程と、
　前記換算情報、前記デジタル情報、及び、前記換算情報を用いて、撮影時刻に対応する
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再生時間の映像データを前記デジタル情報から再生するための撮影時刻再生制御プログラ
ムを含むコンテンツデータを生成するデータレイアウト過程と、
　前記コンテンツデータを可搬性記憶媒体に書き出す書出過程と、を有すること
　を特徴とする情報処理方法。
【請求項８】
　前記映像データを抽出するための条件の入力を受け付ける条件入力過程と、
　前記条件入力過程で入力を受け付けた条件を満たす映像データを抽出する映像データ抽
出過程と、をさらに有し、
　前記分析過程は、前記映像データ抽出過程で抽出された映像データを分析し、
　前記変換過程は、前記映像データ抽出過程で抽出された映像データを変換すること
　を特徴とする請求項７に記載の情報処理方法。
【請求項９】
　前記条件入力過程は、前記条件として、抽出する映像データを撮像した撮像装置を示す
情報の入力を受け付け、
　前記分析過程は、前記映像データ抽出過程で抽出された映像データを分析して、前記条
件入力過程が入力を受け付けた情報で示される撮像装置毎に、１つのフレームレートで連
続して撮影されている区間を特定し、当該区間の撮影時刻と、フレームレート及び再生時
間の少なくとも何れか一方とを特定し、
　前記換算情報は、前記条件入力過程で入力を受け付けた情報で示される撮像装置毎に、
前記分析過程により特定された情報を含む情報であり、
　前記撮影時刻再生制御プログラムは、前記換算情報を用いて、前記条件入力過程で入力
を受け付けた情報で示される撮像装置毎に、撮影時刻に対応する再生時間の映像データを
前記デジタル情報から再生するためのプログラムであること
　を特徴とする請求項８に記載の情報処理方法。
【請求項１０】
　前記データレイアウト過程は、前記条件入力過程で入力を受け付けた情報により複数の
撮像装置が示される場合に、前記換算情報を用いて、前記デジタル情報に基づいて、前記
条件入力過程で入力を受け付けた情報で示される複数の撮像装置で撮像された映像データ
の映像を撮影時刻が同じになるように合成することで、合成映像データのデジタル情報を
生成して、当該合成映像データのデジタル情報を前記コンテンツデータに含めるとともに
、当該合成映像データのデジタル情報において、１つのフレームレートで連続して撮影さ
れている区間の撮影時刻と、フレームレート及び再生時間の少なくとも何れか一方とを特
定し、当該特定された情報を前記換算情報に追加すること
　を特徴とする請求項９に記載の情報処理方法。
【請求項１１】
　可搬性記憶媒体から、撮影された映像データを再生するためのデジタル情報と、当該デ
ジタル情報において、１つのフレームレートで連続して撮影されている区間の撮影時刻、
並びに、フレームレート及び再生時間の少なくとも何れか一方を含む換算情報と、を含む
コンテンツデータを読み取る読取過程と、
　撮影時刻の入力を受け付ける入力過程と、
　前記読取過程で読み取られた換算情報を用いて、前記入力過程で入力を受け付けた撮影
時刻に対応する再生時間を特定する処理実行過程と、
　前記処理実行過程で特定された再生時間に対応する映像データを、前記読取過程で読み
取られたデジタル情報から再生する再生処理過程と、を有すること
　を特徴とする再生方法。
【請求項１２】
　前記コンテンツデータは、撮像装置毎に撮影された映像データを再生するためのデジタ
ル情報と、撮像装置毎に、１つのフレームレートで連続して撮影されている区間の撮影時
刻、並びに、フレームレート及び再生時間の少なくとも何れか一方を含む換算情報と、を
含み、
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　前記入力過程は、前記再生処理過程で映像データの再生中に、撮像装置を示す情報の入
力を受け付け、
　前記処理実行過程は、前記読取過程で読み取られた換算情報を用いて、前記再生処理過
程で再生されている映像データの撮影時刻に対応する、前記入力過程で入力を受け付けた
情報で示される撮影装置で撮影された映像データの再生時間を特定し、
　前記再生処理過程は、前記読取過程で読み取られたデジタル情報より、前記入力過程で
入力を受け付けた情報で示される撮影装置で撮影された映像データを、前記処理実行過程
で特定された再生時間から再生すること
　を特徴とする請求項１１に記載の再生方法。
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